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１．申請者の概要

（うち経営指導員数）

令和５年度（2023年度）

□主な事業概要（定款記載事項等）

熊取町商工会

代表者職・氏名

1,154（令和３年度経済センサス）

⑥会員数（組織率）

会長　辻   正 義

所在地 〒５９０－０４５１大阪府泉南郡熊取町野田２－９－２０

担
当
者

688（59.6％）（令和6年3月31日）

⑤管内小規模事業者数

③所管地域

５名（経営指導員５名）　（令和６年３月３１日現在）

①商工業に関し、相談に応じ、又は指導を行うこと。
②商工業に関する情報又は資料を収集し、及び提供すること。
③商工業に関する調査研究を行うこと。
④商工業に関する講習会又は講演会を開催すること。
⑤展示会、共進会を開催し、又はこれらの開催のあっせんを行うこと。
⑥商工業に関する施設を設置し、維持し、又は運用すること。
⑦商工会としての意見を公表し、これを国会、行政庁等に具申し、又は建議すること。
⑧行政庁等諮問に応じて、答申すること。
⑨社会一般の福祉の増進に資する事業を行うこと。
⑩商工業者の委託を受けて、当該商工業者が行うべき事務（その従業員のための事務を含む。）を処
理すること。
⑪商工業者の福利厚生に資する事業を行うこと。
⑫行政庁から委託を受けて事業を行うこと。
⑬外国人研修生の受入れに関する事業を行うこと。
⑭前各号に掲げるもののほか、本商工会の目的を達成するために必要な事務を行うこと。

申
　
請
　
者

団体名

※②、④、⑤、⑥については直近の数字を記載すること

事務局長　東　　英　彦

連絡先

０７２－４５３－８１８１

０７２－４５３－８１８３

kumatori@silver.ocn.ne.jp

①設立年月日 昭和５９年７月１０日

811（令和３年度経済センサス）

④管内事業所数

②職員数
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（１）事業の目標

（２）事業を実施した具体的な内容、方法及び工夫した点

２.　事業概要 熊取町商工会

（５）次年度の取り組み
令和6年度熊取町商工会としては、次年度もより一層、経営相談支援・専門相談支援、地域活性化事業
の浸透を図り、多くの企業に参加活用して頂けるよう各種情報の提供や提案、掘起しなどを積極的に
行う。そして事業所に寄添いながら企業の抱える経営課題や問題点を把握した上で問題提起するとと
もに効果的な解決策を講じる。このように事業所と共に取り組むことで地域の活力を向上させてい
く。また大阪府、近隣の商工会、商工会議所、熊取町と連携を図り情報発信事業やくまとり産業フェ
アや新しい地域活性化事業などへも取組みを実施して地域の賑わいづくりを推進し次年度も熊取町の
活性化に貢献していく。

令和５年度熊取町商工会は相談支援事業・専門相談支援事業・地域活性化事業等全ての事業計画を遂
行する事ができた。商工会の各事業に参加、活用された事業所については効果や実績満足率などで一
定の高評価を頂く事ができた。現在も事業所に寄添った伴走的な支援を継続しているが、まだまだ商
工会の事業に参加出来ていない事業所も多いため地域の商工業者の方々により一層参加して頂くべ
く、より良い情報の提供や提案等を積極的に行い浸透を図る。また創業支援や後継者問題にも積極的
に取り組み地域経済全体に活力が行き渡るよう様々な事業、施策を展開して多くの事業所に活用して
頂くなど今後商工会の果たす役割は大きいものと考える。

新型コロナウィルス感染症が令和5年5月に5類に移行した事で今年度の商工会における事業計画等は
全て開催する事ができたものの相談支援事業は新型コロナ関連の影響も残しながらの相談も多く、
様々な問題解決に取り組む事により、商工会とは地元の中小零細企業の良きパートナーとして身近な
相談窓口である事を再認識する事が出来た。その様な状況下での相談支援事業は積極的に事業所を訪
問することで様々な課題が浮き彫りとなりその課題解決に向けて情報提供や提案等を行った結果、各
事業所へ対してのニーズを迅速かつ的確に把握し問題への対応策等を対処でき、経営者の課題解決に
向け効果的な支援ができた。地域活性化事業においては創業セミナーは今年度も大阪産業局から優れ
た講師を派遣して頂き充実したセミナーとなり、数年後を目標に開業を目指す何名かの受講生もあり
様々な面で支援する事ができた。情報発信事業では、熊取町図書館と連携を図り、事業所のPRとその
事業所の内容に関連した書物を一緒に展示し、PRする事で、より一層事業所の取組みに興味を持って
頂く事ができた。事業承継セミナーは今まで先送りにしていた事業者が事業承継問題を解決に取り組
む契機となった。くまとり産業フェアは新型コロナが5類に移行したため熊取ふれあい農業祭と同時に
制限無く盛大に開催する事ができた。専門相談支援事業は税務相談を実施して年末調整、確定申告相
談、そしてインボイス制度の対応支援をする事で税の正しい認識と申告納税へと導く事ができた。専
門相談支援事業として金融相談事業も開催しており、毎月１回の日本政策金融公庫担当者との金融相
談会は事業所にとってより良い相談機会となり事業資金が利用し易いものとなっている。

経営指導員による相談支援事業は、事業者の抱える経営課題や問題点等を把握するため窓口・巡回時
において事業者とより多く接点を持つよう心掛け、経営、税務、労務、金融等の課題に対し親切、丁
寧に指導した。また指導員間ではカルテ等で情報を共有し事業所の課題を把握してニーズに沿った情
報の提供や提案等を図るなど、指導員が一丸となり迅速かつ的確な支援を行い経営課題の解決に努め
た。そして専門的・高度な課題は関係機関や専門家との連携を保ちながら諸問題を解決すべく専門相
談事業に導く事ができた。専門家相談事業の税務支援は年末調整・確定申告、そして令和5年からは特
に消費税の軽減税率やインボイス支援に重点を置くなど事業所にとって複雑な問題の解決のための窓
口相談を実施した。また金融支援は月１回の相談会を計画し実施することで資金繰りに苦慮する事業
者に対し資金調達まで速やかに導く事が出来た。地域活性化事業は、府・各市町・各商工会・商工会
議所と連携を図り、ＤＭやチラシ、熊取町と連携した広報等を通じて周知ができセミナー等を開催で
きた。また地域活性化事業は各事業に沿うような内容等であれば事業所の個別訪問を行い事業への参
加を促す事ができた。創業セミナー事業は、大阪産業局と連携を図ることで的確な講師を派遣して頂
き、起業する方が参加し易い様に受講料無料で開催する事ができた。情報発信事業は熊取町図書館と
連携を図り、事業所の展示物やそれに関連した書籍を図書館の関係者に展示して頂く事で、訪れる来
館者に展示事業所のPRができた。くまとり産業フェアは令和5年5月に新型コロナウィルス感染症が5
類に移行した事で熊取ふれあい農業祭と同時に盛大に開催でき多くの方々に来て頂けた事で参加事業
所のPRができた。

熊取町商工会は、小規模事業者が抱える経営課題を把握して解決するため指導員が窓口・巡回指導を
行い、サービス提案をして事業所の課題解決をはじめ施策のＰＲ、情報の発信等を行うなど様々な面
から的確にそして総合的に支援することで地域事業所の安定的持続発展に寄与する。また専門的な課
題は各関係支援機関、専門家等と連携を図りその解決に向けたきめ細やかな支援を行うことで事業者
が持つ課題を速やかに解決まで導く。また地域活性化事業は管内の商工業の現状を把握しその状況に
応じた創業セミナー、情報発信事業、事業承継セミナー、くまとり産業フェアなど事業所の課題解決
を計る事業を積極的に実施した。また、大阪府連携、近隣の商工会、商工会議所との広域連携を図る
ことでBCP普及啓発や策定ワークショップ事業を積極的に展開、また熊取町とは熊取地域振興券事業
の実施をしてより多くの参加事業者のビジネスチャンス創出や販路拡大に繋げ企業の成長を促してい
く。

（３）事業を実施した効果、所管地域の活性化の状況

（４）事業を実施した結果浮かび上がった課題



３．経営相談支援事業・専門相談支援事業

目標数値 実績数値 達成率 事業評価
200 207 103.5% 5

4 0 0.0% 2

2 1 50.0% 3

20 16 80.0% 4

1 0 0.0% 2

10 9 90.0% 4

50 95 190.0% 5

35 31 88.6% 4

1 0 0.0% 2

1 0 0.0% 2

50 43 86.0% 4

6 1 16.7% 3

5 4 80.0% 4

15 0 0.0% 2

40 69 172.5% 5

5 1 20.0% 3

20 1 5.0% 3

1 4 400.0% 5

1 0 0.0% 2

20 4 20.0% 3

0 0 2

50 0 0.0% 2

200 207 103.5% 5

Ⅱ　専門相談支援事業

新規/継続 目標数値 実績数値 達成率 事業評価

継続 20 46 230.0% 5

継続 12 17 141.7% 5

熊取町商工会

金融支援（経営指導型） 支援数

コスト削減計画作成支援 事業所

事業所カルテ・サービス提案 事業所
支援機関等へのつなぎ 支援数

資金繰り計画作成支援

支援数

熊取町商工会では地域商工業者の経営課題を明確にする為に従前から経営指導員間の情報共
有を図り窓口相談、巡回相談の積極的な推進を心掛けてきた。そして事業所が抱える経営問
題を把握しその問題解決に向けた手法を提案する事ができ、一年を通して事業所が抱える諸
問題の解決に向けあらゆる方向から適切に支援していく事ができた。しかしながら地域内事
業所を取り巻く環境は非常に厳しく、新たな課題が見つかり支援を求められる状況が続いて
いる。この様な状況下で商工会は大阪府をはじめ大阪産業局、各種関係機関、専門家等との
連携により高度な案件への対応も行う事ができる体制を整えている。その結果の一つとして
平成２９年度から始めた熊取町のマルケイ融資の利子補給制度や産業活性基金事業補助金、
更に令和２年度から日本政策金融公庫との連携による金融相談会を開催する事で事業資金を
利用して経営を改善できた事業所が増加した。各関係機関と商工会が連携を密にする事によ
り地域の発展に貢献できた。また、ワンストップ的な機能を果たすことにより経営改善等に
役立てて頂くこともできた。今後も商工会が事業所に寄添い伴走支援、連携を密にする事で
商工会への信頼性・信用性を強化し、今後更なる各種支援やサービス向上、地域商工業の振
興、発展に繋げていきたい。

【代表事例】
T事業所は監督署から事業所調査があった事でその対応について商工会に相談があり、それを
切っ掛けに労務に関する問題点を洗出し社内の労務関係の課題解決を図った。助成金の申請
や求人募集、そして最終的にはそれらの管理方法などの支援を行う事が出来た。

人材育成計画作成支援 事業所

金融支援（紹介型） 支援数

その他相談

事業計画作成支援 支援数
創業支援 事業所
事業継続計画（BCP）作成支援 事業所

事業名 指標

IT化支援 事業所

結果報告 事業所

熊取町商工会では年間を通じて税務相談を随時実施した。また確定申告期間を通じて相談会
を実施して事業者の持つ複雑な問題を図るべく専門家を招き的確に解決に導く事が出来た。
また令和5年10月からのインボイス制度に関する相談の際に専門家を通じてその対応に理解
を深めて頂くこともできた。また金融相談は、昨年度に引続き日本政策金融公庫と連携して
毎月1度の相談会を実施し、成果を上げることができた。

事業所

労務支援

支援のポイント・成果

マーケティング力向上支援 事業所
販路開拓支援 支援数

債権保全計画作成支援 事業所

財務分析支援 事業所
５S支援 事業所

労務相談

税務相談 相談件数
金融相談 相談件数

Ⅰ　経営相談支援事業

支援のポイント・成果

フォローアップ支援 事業所

法務相談

支援メニュー 指標

災害時対応支援 事業所
事業承継支援 事業所

事業所
記帳支援 事業所

マル経融資等の返済条件緩和支援



４.　地域活性化事業

Ⅲ　地域活性化事業

計画 実績 項目 目標値 実績 達成率

創業セミナー
15 10 66.7% 100

創業に繋がった
事業所数

2 3 150.0% 5

情報発信事業

12 12 100.0% 83.3

自店・商品等の
アピール効果が
あった事業所割
合

70 83.3 119.0% 5

〇

事業承継セミナー

15 16 106.7% 87.5

アンケートにて
事業承継につい
ての理解と意識
付けが深まった
割合

70 87.5 125.0% 5

計画 実績 項目 目標値 実績 達成率

〇

くまとり産業フェア事業

40 40 100.0% 95％

自店・商品等の
アピール・認知
度の向上が図れ
売上増加に繋
がった事業所の
割合

70% 72.5% 103.6% 5

※府施策連携事業は、「府施策連携」欄に○をつけてください。各欄の記載は、個別調書の記載と合わせてください。

（２）広域事業（幹事事業のみ）

支援のポイント・成果

創業セミナーは7年目となり引続き大阪産業局と連携を図り優れた講師を派遣して頂く事で、より高度でわかり易い
セミナーを開催出来ている事と思われる。また熊取町産業活性化基金事業補助金はこの創業セミナー受講者への優遇
制度もある事で開業を志す方からの問合せ等も年々増え地域の創業支援セミナーとして定着している。起業をする方
の割合も増加傾向にあり地域産業に賑わいをもたらす一助となっている。
情報発信事業は令和２年度から熊取町図書館とコラボしての開催するも参加募集を開始すると毎月の予約がほぼ埋ま
るという人気の事業でもあり毎月1事業所の展示PRとその事業所に関連した図書の展示で相乗効果を狙うなど参加事
業所は積極的に事業所のPRが出来る良い機会となっている。
事業承継セミナーは熊取町商工会単独で開催し、大阪産業局から優れた講師を派遣して頂き事業承継に関する基本的
な内容をわかり易く、また事業承継に取り組む重要性を紹介して頂くことで参加した事業所の方々の意識の向上と事
業承継に取組む切っ掛けとなる事ができた。
くまとり産業フェアは新型コロナウィルス感染症が5類に移行したが対策は万全を期して熊取町農業祭と同時開催す
る事ができ来場者も7０００人と成功裏に終える事ができた。このフェアは参加事業者にとっては地元住民とのふれ
あいの場、事業所のPRの場として大きな役割を果たすイベントであると思われる。

（１）単独事業

熊取町商工会

府施
策

連携
事業名

総支援企業数 支援
実績率

利用者
満足率

目標の指標
事業評価

目標の指標
事業評価

府施
策

連携
事業名

総支援企業数 支援
実績率

利用者
満足率



令和５年度（2023年度）小規模事業経営支援事業　　地域活性化事業実績報告書

熊取町商工会

事業名 創業セミナー

想定する実施期間 H30 年度～ 年度まで ※複数年段階的実施事業は別紙にて計画を提出すること

事
業
の
概
要

事業の目的
（現状や課題をど
のような状態にし

たいか）

開業率が廃業率を下回っている現状が続いており、企業数は減少し続けている。地域を担う新た
な起業家の出現が地域活性化に繋がると考える。創業にあたり、必要な手続きに関する基礎的な
知識が不足している方も見受けられる。ついては、スムーズな創業を可能にするため、必要とさ
れる手続きや知識・企業に向けた心構えを身につけていただき具体的なビジネスプランの作成を
支援し、事業化を実現させることで、管内の産業活性化を図る。また創業後５年程度の方や不安
のある方にも参加頂き、自社の経営を見直す機会としてもらう。

支援する対象
（業種・事業所数

等）
熊取町内外で創業を希望される方・創業後５年以内の方

実施時期・具体的
な内容及び事業手

法

★創業セミナー
【時　期】７月 テーマ毎に分けて４回実施
第１回 7月1日 テーマ：経営　講師：大阪府よろず支援拠点 コーディネーター
第２回 7月8日 テーマ：販路開拓 講師：大阪府よろず支援拠点 コーディネーター
第３回 7月15日 テーマ：財務 講師：大阪府よろず支援拠点 コーディネーター
第４回 7月22日 テーマ：人材育成 講師：大阪府よろず支援拠点 コーディネーター
　
【場　所】熊取町交流センター　講義室Ａ
【参加費】無料

※創業の心得・開業に伴う手続き・税務関係・公的融資制度の紹介・創業計画書作成のポイント
等の内容で実施

＜事業手法（①府施策連携・②広域連携・③市町村連携・④相談事業相乗効果）の具体的な連携・効果を記載＞
①府施
策連携
②広域
連携
③市町
村連携

広報誌や掲示板を利用した広報の協力

④相談
相乗

セミナー受講者に対して、創業支援などを実施。事業計画書作成支援１件、その他カルテ
化までには至っていない参加者に対しても個々の状況にあった指導を行った。

事
業
全
体
の
実
績
／
目
標
達
成
度

計画に対する
実績（数値）

総支援企業
数(計画)

15社
支援企業
数(実績)

10社

目標の達成度

（支援企業を
どう変化させる
ことができたか)

セミナーに参加した方々の満足率については、アンケートにもあるように創業に向けた取組につ
いて概ね理解をいただく。創業するにあたり、セミナー参加者の中には、熊取町で実施している
創業支援補助金や特定創業の融資枠拡充・小規模事業者持続化補助金などの相談を行った。（セ
ミナー受講後、3名の起業がなされる。）

成果の代表事例
創業セミナーを受講した方が、熊取町の産業活性化基金を活用し、起業した。（飲食店・学習
塾・キッチンカー（クレープ）の起業あり。）

代表指標 創業に繋がった事業所数

数値目標

支援
実績率

113.3% 満足率 100%

その他目標値の実
績

目標値
（計画）

目標値
（実績）

実
施
結
果

課題及び次期
以降への取組み

（実績が目標値に達
していない場合は、
その理由や今後どの
ようにフォローする

のか）

受講する事で、法人成りの登録料の減額や補助金への活用などを見越した受講者が多く感じられ
た。グループワクーク等を実施する事で、受講者同士の繋がりが出来、セミナー終了後も情報交
換をするなど、創業への意欲を高める工夫が出来た。今後も一人でも多く、起業出来る環境を整
えていきたい。

目標達成度 150.0%

目標達成度

2社 実績数値 3社



令和５年度（2023年度）小規模事業経営支援事業　　地域活性化事業実績報告書

熊取町商工会

事業名 情報発信事業

想定する実施期間 H23 年度～ 年度まで ※複数年段階的実施事業は別紙にて計画を提出すること

事
業
の
概
要

事業の目的
（現状や課題をど
のような状態にし

たいか）

熊取図書館施設内、商工会展示ブースにおいて、熊取町内の商工業の製品・商品や企業PR・旬の
企業情報等を発信する場を提供することにより、町内外の方々に幅広くアピールする。また町内
商工業の認知度を高めることにより、町内企業との商談・購買等へと促し、企業のアピールの一
助として活用、情報発信をしていき、ひいては町内商工業の振興・活性化を促していく。また、
企業PRの内容に合わせて図書館の本を隣接して展示する事により、企業商品や事業内容などより
親しみやすい企業PRを実施していく。

支援する対象
（業種・事業所数

等）
町内全事業所

実施時期・具体的
な内容及び事業手

法

熊取図書館内に設置された、商工会展示ブース１枠を１企業１か月単位で展示し、企業の製品・
商品等をアピールし商工業の販路開拓の一助とし活用を促していく。また、展示内容と本を使っ
た相乗効果を図るディスプレイを実施し、図書館だから出来る情報発信を提案した。
募集については、DMや指導員が巡回時に紹介等を行い新たな広報の手法の一つとして活用を促し
た。

＜事業手法（①府施策連携・②広域連携・③市町村連携・④相談事業相乗効果）の具体的な連携・効果を記載＞
①府施
策連携
②広域
連携

③市町
村連携

町と商工会が連携を図りPR等の啓発を促しより多くの方々に来館頂く。また出展企業にお
いては、展示素材の選定やディスプレイ・顧客等の対応等販路開拓についての支援を行っ
た。

④相談
相乗

カルテ化までには至っていないが事業者に対して個々の状況にあった指導を行う。

事
業
全
体
の
実
績
／
目
標
達
成
度

計画に対する
実績（数値）

総支援企業
数(計画)

12.0
総支援企業
数(実績)

12.0

目標の達成度

（支援企業を
どう変化させる
ことができたか)

各々の企業が製品・商品やサービス等をＰＲ、情報発信することにより、多くの方々の目に留ま
り新たな顧客の獲得や売上の向上や企業のプレゼンテーションを考える機会を与えることがで
き、意識の変化や事業活動に活力を与えた。

成果の代表事例
新規開業や季節商品の認知度を高めるにあたり、費用を抑えたPR場として活用。事業者自身が商
品の良さを伝える事を行い、自社商品の良さを積極的にPRする気持ちに繋がった。また、来店や
問い合わせを受けたことにより情報発信の効果を実感された。

代表指標 自店・商品等のアピール効果があった事業所割合

数値目標

支援
実績率

100.0% 満足率 83.3%

その他目標値の実
績

目標値
（計画）

目標値
（実績）

実
施
結
果

課題及び次期
以降への取組み

（実績が目標値に達
していない場合は、
その理由や今後どの
ようにフォローする

のか）

新規顧客や顧客からの問い合わせなど、一定の成果が上げられたと感じている。引き続き、事業
者の取組みの状況を確認し、販路開拓の支援を行なっていくとともに、顧客満足の手法やマ－ケ
ティング支援等が必要と考えられる。

目標達成度 119%

目標達成度

70% 実績数値 83.3%



令和５年度（2023年度）小規模事業経営支援事業　　地域活性化事業実績報告書

熊取町商工会

事業名 事業承継セミナー

想定する実施期間 H4 年度～ 年度まで ※複数年段階的実施事業は別紙にて計画を提出すること

事
業
の
概
要

事業の目的
（現状や課題をど
のような状態にし

たいか）

経営者の高齢化が進む中、深刻な後継者不足が全国的に問題となっている。驚くべきことに、60
歳以上の経営者においてはその約半数が後継者不在であることが統計からも判っている。
従業員や取引先に迷惑をかけたくないが子供は継いでくれないし、社内に適任と思われる人材も
いない中、廃業を余儀なくされている例も多くなってきている。そこで、事業承継の重要性を周
知し、自社の魅力を後継者へ伝える方法や事業承継の手順実行までを理解していただきたい。

支援する対象
（業種・事業所数

等）
町内全事業所

実施時期・具体的
な内容及び事業手

法

★事業承継セミナー
【時　期】１０月２３日（月）午後１時３０分～午後３時３０分
【内　容】1部　円滑な事業承継に向けて
　　　　　2部　事業承継に係る事例の紹介
【講　師】大阪府よろず支援拠点　チーフコーディネーター及びコーディネーター
【場　所】熊取交流センター コットンホール
【参加者】16名

＜事業手法（①府施策連携・②広域連携・③市町村連携・④相談事業相乗効果）の具体的な連携・効果を記載＞
①府施
策連携

府施策連携 商-12

②広域
連携
③市町
村連携

熊取町広報誌及び商工会のＤＭ、Web媒体等を活用し参加事業所を募る。

④相談
相乗

カルテ化までには至っていないが参加者に対して個々の状況にあった指導を行う。
(大阪産業局・引継ぎ支援センターの紹介など)

事
業
全
体
の
実
績
／
目
標
達
成
度

計画に対する
実績（数値）

総支援企業
数(計画)

15.0
総支援企業
数(実績)

16.0

目標の達成度

（支援企業を
どう変化させる
ことができたか)

基本的な内容で分かりやすく実施。事業承継を先送りする事業所が多いなか、事業承継の成功事
例を聞くことで、重要性や取組むことを考えるきっかけとなった。セミナーに参加したことによ
り、事業承継に取り組む意欲を高めることができた。

成果の代表事例
建設業を営んでいる事業者が息子に事業を引き継がせる考えをお持ちになっており、本セミナー
を受講したことで事業承継に関して理解度が増し、取組む意欲が高まった。

代表指標 アンケートにて事業承継についての理解と意識付けが深まった割合

数値目標

支援
実績率

106.7% 満足率 87.5%

その他目標値の実
績

目標値
（計画）

目標値
（実績）

実
施
結
果

課題及び次期
以降への取組み

（実績が目標値に達
していない場合は、
その理由や今後どの
ようにフォローする

のか）

セミナーでは、事業承継の基本的な課題への対応策を事例を交えながらわかりやすく説明した。
基本的な内容で実施したので、一定の成果は得られた。ただ、事業承継に向けた本格的な取組と
なると今後、更なる部分で理解が必要と感じるところもあり、大阪府事業承継・引継ぎ支援セン
ターや大阪産業局と連携し支援をしていく必要がある。

目標達成度 125.0%

目標達成度

70% 実績数値 87.5%



社 社

人 人

実
施
結
果

課題及び次期
以降への取組み

（実績が目標値に達
していない場合は、
その理由や今後どの
ようにフォローする

のか）

熊取町公民館建替え工事の実施に伴い駐車場不足が更に深刻化しており、例年の課題である出店
者が出店者用駐車場に車を駐車せず、来場者用駐車場に駐車する車が多く、来場者用駐車場が混
雑する現状に対し、対策として、商工会職員による駐車場周辺の定時巡回や、公共交通機関を利
用して来場した方への優遇策、近隣施設の駐車スペースの開放等を実現できるように調整し駐車
場不足の解消を図る。

その他目標値の実
績

目標値
（計画）

目標値
（実績）

目標達成度 111.3%

天候に恵まれ、終始賑わいが絶えることなく盛況であった。
昨年の実績と比較し、来場者が減少している事業所について、増加している事業所を参考に分析
を行い、集客力向上に繋がる取組を検討する。

4,000 4,453

実績数値 目標達成度 103.6%

事
業
全
体
の
実
績
／
目
標
達
成
度

計画に対する
実績（数値）

総支援企業
数(計画)

総支援企業
数(実績)

目標の達成度

（支援企業を
どう変化させる
ことができたか)

令和5年12月3日に第12回熊取ふれあい農業祭と熊取町立中央小学校で同時開催した。来場者も延
べ7,000人(熊取町のデータより）に達し、町内屈指の大型イベント恒例行事として地域住民には
定着している。参加企業は40社（熊取29社、忠岡3社、泉南3社、阪南3社、岬2社）となり地域
内の特産品・展示即売など、出店にもディスプレイ等創意工夫がみられ、多くの方にアピールす
ることができた。また、大阪府人材育成課、大阪府技能士会連合会と連携を計る事ができ、より
一層の盛り上がりを見せ、参加事業所にも好評であった。

成果の代表事例

居酒屋をされている事業所では、イベントでのテイクアウト販売を可能にするため、新たに飲食
店営業（露店）許可を取得された。イベント当日は用意した商品が早々に完売し、多くの方にPR
することができた。今後、出店内容の充実を図るため菓子製造業許可を取得し、手作りパンの販
売を計画されている。

代表指標 自店・商品等のアピール・認知度の向上が図れた事業所の割合

数値目標

支援
実績率

100.0%

厳しい環境下にある町内商工業を支援し、そして活性化を図るには、企業等による販売促進活動
の支援、新たなビジネスチャンスの創出が必要である。本産業フェアを行うことにより、自社単
独ではできない環境下での潜在的な顧客の開拓、地元商工業の優れた製品・商品等を消費者へ力
強くアピールするため、展示・即売・商談・販路開拓等の事業機会を提供し、事業所と消費者と
の交流を深め消費者ニーズの把握や企業間の情報交換・交流等を行う事で自社の強みや弱みに気
づく機会となる。また、本産業フェアを実施に当たり熊取町と連携を図り町農業祭を共同開催す
る。共同開催することにより農業及び商工業の異業種間交流を深めることにより事業所の意識の
高揚をはかり、新たな産業交流が生まれ連携による新規事業の創出を見出すことができる。地元
産業の認知度向上、販路拡大等の機会を提供し地域産業の振興、活性化を促すことを目的とす
る。

支援する対象
（業種・事業所数

等）
泉南市・阪南市・岬町・忠岡町・熊取町商工会内の事業所

実施時期・具体的
な内容及び事業手

法

くまとり産業フェアーと熊取ふれあい農業祭との合同開催
会議　8/8・9/26・11/10・2/16
広報　町広報折込16,000・関係各所へ配布・町広報誌掲載・ホームページへ掲載
開催日　令和5年12月3日（日）
開催場所　熊取町立中央小学校グランド
来場者数　約7,000人
出店事業所数　40店舗

＜事業手法（①府施策連携・②広域連携・③市町村連携・④相談事業相乗効果）の具体的な連携・効果を記載＞

①府施
策連携

大阪府人材育成課、大阪府技能士会連合会と連携を図り、各技能士会によるものづくり教
室を開催。
技能体験により、ものづくりに興味を持って頂くよう促進した。

②広域
連携

泉南・阪南・岬・忠岡・熊取が連携し、出店者や来場者に対し広域でＰＲを実施。

③市町
村連携

事業の開催を町広報に掲載し幅広くＰＲを実施。
町と連携する事で職員の動員などの協力も得る事が出来た。

④相談
相乗

40 40

70% 72.5%

満足率

事
業
の
概
要

事業の目的
（現状や課題をど
のような状態にし

たいか）

カルテ化までには至っていないが事業者に対して個々の状況にあった指導を行う。

95.0%

令和５年度（2023年度）小規模事業経営支援事業　　地域活性化事業実績報告書

熊取町商工会

事業名 くまとり産業フェア事業

想定する実施期間 H25 年度～ 年度まで ※複数年段階的実施事業は別紙にて計画を提出すること


